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【 は じ め に 】 管 内 は 26施 設 で 488頭 と 府 内 で は 馬 の 飼 養

が 最 も 多 く 、 ま た 、 JRA関 連 牧 場 、 乗 馬 ク ラ ブ 、 大 学 馬

術 部 、 祭 事 馬 飼 育 な ど 多 様 な 形 態 が 存 在 す る 。 平 成 19

年 8月 、 国 内 で 36年 ぶ り に 馬 イ ン フ ル エ ン ザ が 発 生 し 、

管 内 で も 本 病 が 発 生 し た の で 、 そ の 概 要 を 報 告 す る 。

【 発 生 状 況 】 平 成 19年 9月 、 A乗 馬 ク ラ ブ で 発 咳 症 状 等

を 呈 す る 馬 の 病 性 鑑 定 依 頼 が あ り 、 鼻 腔 ス ワ ブ で の 簡

易 検 査 、 PCR検 査 で 陽 性 で あ っ た こ と か ら 馬 イ ン フ ル エ

ン ザ 真 症 と 診 断 し た 。 疫 学 調 査 に よ っ て ワ ク チ ン 未 接

種 の 府 外 導 入 馬 が 感 染 源 と 推 察 さ れ た 。 ま た 、 10月 に

は 、 B乗 馬 ク ラ ブ の 国 体 出 場 馬 で 感 染 が 確 認 さ れ 、 12月

には、 C乗馬ク ラブで ７頭の 発生があ った。

【 防 疫 対 応 】 す べ て の 馬 飼 養 者 に 発 生 情 報 を 提 供 し 注

意 喚 起 。 国 の 「 ま ん 延 防 止 の 基 本 的 方 針 」 に 基 づ き 、

発 生 施 設 で の 防 疫 措 置 を 指 導 し 、 管 内 で の 感 染 拡 大 を

抑 え た 。 ま た 、 国 体 帰 厩 馬 は 隔 離 厩 舎 を 設 置 す る な ど

。 、 、本病の拡 大を防 止した さらに 時代 祭への参 列馬は

事 前 の ワ ク チ ン 接 種 と 簡 易 検 査 の 実 施 を 徹 底 さ せ た 。

【 ま と め 】 今 回 の 発 生 で は 、 被 害 を 最 小 限 に 抑 え る こ

と が で き た が 、 平 成 19、 20年 に 実 施 し た 馬 獣 医 療 実 態

調 査 で は 60％ 以 上 の 施 設 で 過 去 １ 年 以 内 の 導 入 実 績 が

あ り 、 隔 離 施 設 が 課 題 。 ま た 、 約 90％ は 診 療 を 民 間 獣

医 師 に 依 頼 し て お り 、 そ の 連 携 と 確 保 が 重 要 。




